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事故防止のためのお役立ち情報 
 
弊社は、国立大学総合損害保険等の保険の取扱代理店ですが、各大学等のリスクマネジメント

に資する業務にも取り組んでおり、保険会社やその関係会社から事故防止のための様々な情報

が寄せられます。 

本号では、各大学での事故防止の取組みに資すると考えられる新サービスや新技術の中から

２つをご紹介します。 
 

１．みんなガスシル 
 

 
（１）高圧ガスによる事故 

 
大学の実験等では、様々な産業ガスを利用しており、関連した事故も発生しています。 

1991年には、モノシランガスの爆発により学生２名が亡くなり、５名が負傷する事故が発生し

ており、危険と隣り合わせで実験を行っていると言えます。 

 

＜高圧ガス等による事故例＞ 

 

保険 概要 保険金支払額 

学研災 

装置のメンテナンス中、ガス注入時に爆発し、飛散

したガラスで顔や首に切創を受傷。外貌に相当程

度の醜状を残す後遺障害を負った。 

7，850千円 

学研災 
液体窒素をタンクに補充する際、タンクを持ち上

げ、急激に力を加え捻挫。 
110千円 

学研災 
ガスボンベを交換中、誤って先生が新品のボンベ

を開栓し大音響が発生、耳鳴りが起きた。 
３千円 

出典：以下の公益財団法人日本国際教育支援協会発行の資料により弊社作成 

『学生生活における事故の傾向について』 

『学生教育研究災害傷害保険（学研災）からみた学生生活における事故の傾向と事例

(2016年度～2020年度)』 

    http://www.jees.or.jp/gakkensai/jiko_tokei.htm 

   『学生教育研究災害傷害保険（学研災）年次報告 令和３（2021）年度』   

 

（２）「みんなガスシル」の概要 
 
日本酸素ホールディングスグループの産業ガス事業会社である大陽日酸株式会社は、安全・安

心にガスを扱っていただくため、産業ガスの正しい取り扱い方法と危険に対する意識の双方を

学べる「みんなガスシル」を企業向けに提供しています。 

 

産業ガスを利用する会社が行う産業ガス保安教育を楽にしてくれるサービスで、「ガスシルラ

ーニング（高圧ガス保安教育動画）」と「ガスシルサロン(安全を学ぶオンラインサロン)」の２つで

構成されており、組み合わせて活用することで、産業ガスの取り扱いを効果的に学ぶことができ

ます。 

 

導入企業に対する調査では、自社で講習会を実施するよりも準備時間も含めて大幅な時間短

縮をすることが可能と試算されています。各大学でも理系の学部・学科等で高圧ガスの取扱い方

法等について学生に対して講義で指導したり、講習会を開催したりして教育に努めていると思わ

れますが「みんなガスシル」で置き換えることができる可能性があります。 

 

 

特集テーマ 

（１） 

http://www.jees.or.jp/gakkensai/jiko_tokei.htm
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（２）ガスシルラーニング（高圧保安ガス保安教育動画） 
 

ガスシルラーニングは、高圧ガスに関する知識、危険意識を高めることができる高圧ガス
保安教育動画が見放題のサービスで、次のような特徴があります。 

・ガス種/設備にあった動画 100本以上が用意されている。 

・初心者/管理者のレベル別の動画プレイリストが用意されている。 

・動画視聴記録/理解度テスト記録の取得も可能 

ガスシルラーニングの画面イメージや視聴できる動画コンテンツの一覧は次のとおりで
す。また、下のQRコードからサンプル動画を見ることも可能です。 

 

【ガスシルラーニングの画面】 

 

【視聴できる動画コンテンツ一覧】 

 

 

（２） 
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【サンプル動画（Youtube）】 

「高圧ガス保安法とは」     「ガスシルラーニングの使い方ご紹介動画」 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ガスシルサロン(安全を学ぶオンラインサロン) 
 

ガスシルサロンは、安全や保安力向上をテーマとした様々なウェブセミナーで、専門家による

講演や危険感受性向上セミナーが定期的に開催されており、何名でも受講できます。 

 

 

【高圧ガス危険感受性向上セミナー紹介動画（Youtube）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）大学・高専・工業高校対象に無償提供を開始 
 
同社は、産業ガスを扱う学生が、正しい取り扱い方法、危険に対する意識を学べるよう大学・

高専・工業高校を対象に「みんなガスシル」の無償提供を行っています。 

 

全学単位や研究室単位で事前登録を行い申し込むことで「みんなガスシル」のサービスを無償

で使用することができます。アカウントは無制限に発行することが可能で、またアカウントを共有

して使用することもできます。講義、説明会や研究室内の教育等、使用方法について特に制限は

ありません。 

 

（５）みんなガスシルのお申し込み 
 

みんなガスシルのお申し込み/詳細については、次のQRコードから可能です。使用にあたっ

ては、事前の登録が必要であり全学単位だけでなく研究室単位でのお申し込みが可能です。 

 

 

【大学・高専・工業高校向け 高圧ガス保安力向上サービス「みんなガスシル」】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（３） 

https://youtu.be/Y8v4-lzP0LM
https://www.youtube.com/watch?v=5HOOCozFFWI
https://www.youtube.com/watch?v=JoRUrGb6Itc
https://www.tn-sanso.co.jp/gasequip/products/academicminnagasusiru/
https://youtu.be/Y8v4-lzP0LM
https://www.youtube.com/watch?v=5HOOCozFFWI
https://www.youtube.com/watch?v=JoRUrGb6Itc
https://www.tn-sanso.co.jp/gasequip/products/academicminnagasusiru/
https://www.tn-sanso.co.jp/gasequip/products/academicminnagasusiru/
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２．SPT配管診断 

 

（１）給排水管破損等の事故 
 
建物の老朽化を原因とする漏水事故は、大学でも多発しており、国大協保険メニュー１のオー

ルリスク特約で高額の保険金支払が発生しています。 

 

特約名 概要 保険金支払額 

オールリスク特約 天井裏に設置の冷温水管が破裂。温水が漏出し３階

～１階までの水ぬれ損害。 

109,652千円 

オールリスク特約 ３階排水管のつまりにより２階に漏水、シークエンサ

ー装置が損傷。 

23,19１千円 

オールリスク特約 附属病院の厨房検収室天井より漏水、天井ほか倉庫

内の備品に濡れ損害。 

20,725千円 

オールリスク特約 ９階配管から漏水し６階のガスクロマト室の実験機器

が破損。 

15,756千円 

オールリスク特約 Ｘ線解析装置冷却水配管から階下へ漏水。 14,802千円 

 

 

 

（２）SPT配管診断 
 
  給排水管は主管・枝管が複雑に繋がって全体を構成しており、建物内部等に配置され、また外

側は保温材等で覆われているため、配管内部の腐食を確認することが難しくなっています。 

このため、一部のみの腐食であっても全体を更新する大規模な修繕を行って多大な費用がか

かったり、逆に必要な部分の修繕が行われず破損による大きな水濡れ事故が発生する危険があ

ります。 

 

SSKファシリティーズ株式会社が提供する、SPT配管診断は、X線デジタル画像解析手法を

使用し、建物の給排水管、空調配管等の腐食による残存肉厚を高精度で測定し判定する技術で、

給排水管余寿命を高精度で判定し、配管類を①速やかに更新、②５年以内に更新、③１０年以内

に更新、④１０年以降も使用可に分類する事が可能です。 

この診断を活用することで、更新が必要な給排水管の段階的な修繕計画を作成できるため、

コスト削減と老朽化対策への支援を同時に行う事が可能です。多種多様な建物に活用でき、国会

議事堂等の官公庁でも導入実績があり、政府のインフラメンテナンス大賞を受賞する信頼できる

技術です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SPT配管診断の導入事例では、全面改修工事の見積８，０００万円だった工事が、診断の結

果、雨水管のみ改修工事、空調配管は薬注処理に延命、他の管種は１０年以上は継続使用可能と

判定され、総額６００万円に抑えられたケースも報告されています。 

 

＜参考＞ 
        

 SPT配管診断概要版動画           SPT配管診断HP 

 

 

 

 

 

 

（４） 

https://www.youtube.com/watch?v=dAPd7PzgGWQ
https://www.ssk-fa.co.jp/service/spt/
https://www.youtube.com/watch?v=dAPd7PzgGWQ
https://www.ssk-fa.co.jp/service/spt/
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＜第4回インフラメンテナンス大賞 受賞概要＞ 
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/maintenance/03activity/03_award_04.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記記載の、札幌施設管理㈱について、2024年 1月に社名が変更になりました。 

    （変更前）札幌施設管理㈱ → （変更後）SSKファシリティーズ㈱ 

 

 

お問い合わせはこちらから 

SSKファシリティーズ株式会社 HP 

https://www.ssk-fa.co.jp/company/ 

 

問い合わせ先(こちらの問い合わせフォームからお願いいたします。) 

https://www.ssk-fa.co.jp/contact/ 

 

（５） 

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/maintenance/03activity/03_award_04.html
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/maintenance/03activity/03_award_04.html
https://www.ssk-fa.co.jp/company/
https://www.ssk-fa.co.jp/contact/
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/maintenance/03activity/pdf/04_04.pdf
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＜大学の管理・経営＞ 
 
８． ８ 〇大学の元職員が発達障害を理由に不当に雇い止めをされたとして、地位確認などを求めた訴訟は、地裁

で和解が成立した。元職員が退職を受け入れた上で、大学は障害のある職員に対して合理的配慮を行って

いくことを確認した。元職員は障害者雇用枠で大学に採用され、２０２１年４月から勤務を始めた。雇用期間は

１年間で５年までは更新が可能だったが、翌年２月に大学から契約を更新しないと通告された。「毎月の同じ

業務をいまだに覚えることができず間違える」ことなどが理由だった。 

８． ９ 〇大学が２０１５年～２３年に発注した病院の改修など計１４０件、総額約３３億円の工事を巡り、前理事長の

側近が管理する３社が、工事の元請け業者を通じて「コンサル料」などの名目で業務委託契約を結び、計１億

数千万円を受領していたことがわかった。側近は大学同窓会の元職員で、３社からは元職員の母親名義など

の口座に計５千万円以上が送金されていた。 

８．２３ 〇大学は、付属小学校が２０２１年に「重大事態」と認定したいじめを１年以上にわたり文部科学省へ報告し

なかった問題で、２２年５月の文部科学省の調査に対し、第三者委員会が設置されていないのに「設置されて

いる」などと回答していたと発表。実際に第三者委員会が設置されたのは２３年７月だった。いじめ防止対策

推進法は、重大事態があった場合は事案ごとに文部科学省に報告するよう義務付けている。 

 

＜事件・事故＞ 
 
８． ６ 〇大学に対し金銭を要求する脅迫文が見つかった。要求に応じなければ、爆弾を仕掛けたので、８月７日午前

６時から順次爆破するとの内容だったという。警察が構内に入り、危険物の有無を捜査しているが大学では、

教職員や学生に対し、速やかに大学構内から出るよう呼び掛けている。 

８．１６ 〇大学のキャンパスに卒業生の男が侵入したうえ、女子トイレで学生を盗撮しようとした疑いで現行犯逮捕。男

が個室トイレの上からスマートフォンを差し向けたところ、中にいた女子大学生が気付き、男を追いかけて身柄

を確保した。 

８．２１ 〇大学付属病院は、がん患者２人に抗がん剤を過量投与したと発表。過剰投与の原因は、医師が投与を指示

したミリグラムの薬を薬剤師が調剤するために必要なミリリットルに換算する際にシステムの不具合が起きたと

いう。過剰投与を受けた患者２人のうち、２月に約１．２倍の量を投与された患者には異常はなかったが、もう１

人の患者は１月に約２倍の薬を３日間連続で投与された結果、高度の神経障害が生じた。この患者は、６月に

もともと患っていた血液がんが進行して亡くなった。 

８．２４ 患者が〇大学病院で、不要な手術で右肺の大部分を摘出されたとして大学を相手取り、約１０００万円の損害

賠償を求めて地裁に提訴。患者は２０１７年２月、病院の定期健診で「肺がんだ。早期に手術をしなければ危

険」と診断され、右肺の大部分を摘出する手術を受けた。その４カ月後に、病院の医師から実際は肺がんでは

なく炎症で、手術する必要がなかったことを告げられた。女性は息苦しさを感じ、体調不良を訴えているという。

病院が十分な検査をすることなく手術を行い、診断上の注意義務違反や医師の説明不足があったなどと主張

している。 

８．２６ 〇大学歯学部のキャンパスで「複数の人が吐き気や気持ち悪さを訴えている」と消防に通報があった。学生と

教職員あわせて１０人が体調不良を訴え、中には歩くのが難しい人もいたということで、順次、病院に搬送され

た。キャンパス内にある食堂で提供された食事が原因の食中毒の可能性があるということで、保健所に連絡し

て状況を詳しく調べている。 

８．２７ 無職の男が〇大学の交流会館に侵入し、エレキギターなど２点（時価計約８万４０００円相当）を窃取したとして

建造物侵入と窃盗の疑いで逮捕。警察に大学関係者から「部員のギターが転売されている」と通報があり、捜

査したところ男が浮上した。 

 
＜入試等関連＞ 

 
８．２０ 〇大学は、大学院修士課程の入試で出題ミスがあったと発表。筆記試験の専門科目のうち「化学結合論」と

「電気回路論」の小問の問題文に誤りがあった。該当の問題は受験生全員を正解とした。試験後に受験生から
指摘があったり、採点時に出題担当者が気づいたりして判明した。合否に影響はない。 

８．２７ 〇大学は、博士前期課程の一般選抜試験で、入試問題に出題ミスがあったと発表。「物理」を出題範囲とする
必須科目において、解答を導くために使用できる余弦定理の式に誤りがあった。試験中に受験生から試験監
督に対して指摘があった。大学は、出題ミスのあった設問やそれに関連する設問のあわせて６つについて、全
員を正解として採点する方針を試験当日のうちに受験生に伝えた。合否に影響はない。 

８．３０ 〇大学は、大学院博士前期課程の一般選抜と外国人留学生特別選抜の入学試験で出題ミスがあったと発
表。工学研究科「建築学」に関する試験で、問題文に「熱伝導率が上昇する」と書くべきところを「低下する」とす
るなど記述に複数の誤りがあった。採点の際に出題者が気付いた。また、生活科学研究科では不適当な記述
を１つ選ばせる選択問題で、当てはまる選択肢が２つあった。受験者からの指摘で発覚した。受験生全員を正
解とし、合否に影響はない。 

2024.8月 大学リスクマネジメント News PickUp 
＜Webから大学（国立以外含む）関連ニュースを検索＞ 

（６） 
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８．３１ 〇大学は、大学院前期博士課程の入学試験で解答例が記載された問題文を配布するミスがあったと発表。配
布ミスがあったのは、数理・情報分野データサイエンス、知能情報工学の各コースを受験した「専門科目―２ 
２群」。この科目は必須科目の「プログラミング」のほか、４つの選択科目から１つを選び解答する方式だった
が、選択科目のうち「人工知能」の問題文に解答例が記載されていた。試験時間中に受験生の指摘で判明。
試験後、選択科目は全員満点にすると説明。合否に影響はない。 

 
 

＜情報セキュリティ＞ 

８．２７ 〇大学は、図書館が提供する貴重書アーカイブの公開用サーバが不正アクセスを受けて改ざんされ、海外の

Webサイトに誘導される状態になっていたと発表。学外から大学のサイトが、改ざんまたは不適切な埋め込み

の被害を受けている可能性があると通報があり、調査したところ、サーバが不正アクセスを受けていることがわ

かった。サーバで利用していたPHPの脆弱性が突かれ、学外からのHTTPを用いた攻撃を受けてサーバ上のフ

ァイルが改ざんされてSEOポイズニングを受けた。これにより、サーバのドメインに対するGoogleの検索結果が

汚染され、海外のWebサイトに誘導されるようになっていた。 

 

＜ハラスメント＞ 
      
８． ３ 〇大学は、非常勤講師が２０２２年度に複数回、学内で複数の学生の体を触るなどのセクハラ行為を行ったとし

て懲戒解雇にしたと発表。２０２４年６月、大学に外部から非常勤講師についての情報が寄せられ、大学側は調

査委員会を立ち上げ、理事会で懲戒解雇を決定。 

８． ８ 〇大学は、５月にパワーハラスメントを理由に停職３カ月の懲戒処分を受けた教授について、別のパワハラ行

為が発覚したとして、新たに停職５カ月の懲戒処分とした。これで教授の停職期間は８カ月となった。教授は、４

月、自分がパワハラで懲戒処分を受ける対象になっていることを知ると、同じ教室の教員に対し「お前がハラス

メントをやったのか」などと尋ねるなどし、処分を軽くするための証言を求めた。この教員から相談を受けた大学

が事実関係を確認し、懲戒規定に基づいて現在停職中の教授に対し、新たに停職５カ月を追加した。また、教

授の教室にいる准教授は、教室体制を維持させるため、教授の懲戒処分を軽減させようと教員に対し、処分に

反対する証言をさせようとした。大学は、准教授に対しても停職１カ月の懲戒処分とした。 

８． ９ 〇大学の教授が元学生にセクハラ行為を行ったなどとして停職２カ月の懲戒処分。教授は、在学時教え子だっ

た学生に、性的な内容を含む手紙等を複数回自宅に郵送するなどセクシャルハラスメント行為を行っていた。学

生が卒業した後「現役学生の進路についてOBの話を参考にしたい」といった虚偽の説明を大学にして、学生の

友人の連絡先を不正入手。この友人に手紙を書いて、教授が把握していた学生のプライバシーにかかる情報

を漏らしていた。卒業した学生や友人から大学に相談があり、大学側が約半年間、調査していた。 

８．２３ 〇大学は、教員が指導していた女子学生と性的関係を継続して、セクシャルハラスメントとアカデミックハラスメ

ントを行ったとして懲戒解雇処分にしたと発表。女子学生はすでに卒業していて、教員は既婚者だという。大学

は、教員は学生が強く意見することが困難な立場であることを十分に考慮することなく、性的関係を結び、継続

し、学生の研究活動に関する意思決定過程に不当な影響を及ぼしたとしている。２０２４年１月、学内のハラスメ

ント相談窓口に相談があり、ハラスメント防止委員会に対し、ハラスメントの認定を求める申し立てがあった。そ

の後、ハラスメント防止委員会での審議でハラスメントが認定された。 

８．２８ 〇大学は職員が過去にパワーハラスメントが認定され、上司から注意を受けたにも関わらず、部下に対し、２０

２２年４月から６月にかけて「定時で帰るのはいいけどやることはやって」「何年もいてそんなことも知らないの」

など職務上の地位や権力関係を利用して、日常的に高圧的な口調で叱責するなど不適切な指導や言動を繰り

返すなどパワーハラスメントを行い、その結果、部下に著しい精神的な苦痛を与え、食事を取れない、動悸や手

の震えが出るなどの状態にしたとして減給１カ月の懲戒処分。 

 

＜学生・教職員の不祥事＞ 
 
８． １ 〇大学の学生が女性用の下着を盗もうと面識のある女性が住む住居の１階の窓から侵入しようとしたとして住

居侵入未遂の疑いで逮捕。窓を開けられるなど家の異変に気付いた女性の家族が父親に電話し、父親が急い

で帰宅したところ、学生が窓から侵入しようとしているところを発見し、見つかった学生は逃走した。父親が警察

に届け出た。 

８． １ 〇大学は、職員が超過勤務手当を不正に受給するなどしたとして減給3カ月（給料３分の１）の懲戒処分。今年

４月末ごろ、危機対策室宛に「不正行為をしている」といった内容が書かれた匿名の文章が届き、大学が調査し

たところ、のべ１８０日であわせて４５時間１２分の遅刻・早退を繰り返し、給料約５万円を不正に受給していた。

ほかにも、実際は残業をしていないのに、のべ６８日であわせて１２６時間の超過勤務手当の申請をして約１７

万５千円を不正に受給していたことも明らかになった。 

８． １ 〇大学は、今年５月に覚醒剤取締法違反の疑いで逮捕された教員を懲戒解雇したと発表。教員は、自宅で覚

醒剤を所持した疑いで厚生局麻薬取締部に逮捕、その後、覚醒剤を使用した疑いでも再逮捕されていた。 

８． ４ 〇大学の学生が路上で、自転車に乗っていた女子大学生が信号待ちで停車中に、後方から自転車で近づき、

体を触るわいせつな行為をしたとして不同意わいせつの疑いで逮捕。学生は、警察署に「不同意わいせつをし

た」と出頭した。 

（７） 
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８． ４ 〇大学の学生が６月２７日と２８日、JR平井駅のホームにエアガンなどを発射して、電車を待っている女性の首

下や背中などに４発、男性の左肩に１発を命中させた疑いで逮捕。学生は、ホームから４０ｍ離れた自宅マンシ

ョンのベランダから乗客を撃っていて、駅員が２日間でホーム上から約８０発の弾を回収した。 

８． ６ ２０２４年６月、酒を飲んだ状態で運転して追突事故を起こし、１人にケガをさせたとして過失運転傷害などの罪

に問われていた〇大学の職員に、地裁は、基準値の３倍のアルコールが検出される状態で運転し刑事責任は

軽視できないとして懲役８カ月、執行猶予３年の有罪判決を言い渡した。 

８． ８ 〇大学の職員が酒を飲んで車を運転したとして酒気帯び運転の疑いで現行犯逮捕。パトロール中の警察官が

ふらつきながら走行する乗用車を発見し、職員の呼気を調べたところ、基準値の３倍近いアルコールが検出さ

れた。 

８．１１ 〇大学の学生が住宅に侵入し、女性用下着２点を盗んだとして住居侵入と窃盗の疑いで再逮捕。住人から「自

宅インターホンを鳴らす若い男の画像がある」と不審に思い警察に相談があり、事件が発覚。学生は女性の下

着を盗むため住宅に侵入しようとしたとして、すでに逮捕されていた。 

８．１３ 〇大学の学生が国道で、居眠り運転をして対向車線にはみ出し、相手の車と正面衝突し、対向車に乗っていた

女性１人を死亡させ、女性１人に重傷を負わせたとして過失運転致死傷の疑いで逮捕。 

８．１９ 〇大学の学生が知人女性のキャッシュカードを不正に入手し、その後２０２３年４月から２０２４年３月までの間

に３０回にわたり、コンビニATMで合計２３２万円を引き出し盗んだ疑いで逮捕。引き出し履歴から引き出したコ

ンビニを特定し、コンビニの防犯カメラを確認し、逮捕。 

８．１９ 〇大学の学生が８月１２～１６日、オンラインゲームで知り合った女子中学生を未成年だと知りながら、自宅に

誘い込み誘拐したとして未成年者誘拐の疑いで現行犯逮捕。女子生徒の家族から「娘が帰ってこない」と警察

に相談があり、捜査していた。 

８．２０ 〇大学の職員が駅の歩道で街頭演説をしていた県議の首を絞めるなどの暴行を加え、顔や足の打撲など全治

２週間のケガをさせたとして傷害の疑いで逮捕。県議が「見ず知らずの男に暴力を振るわれた」と警察に相談。

防犯カメラの映像などから容疑者を特定した。 

８．２１ 〇大学は、教授２人がそれぞれスマートフォンで女性を盗撮したとして諭旨解雇したと発表。A教授は今年６月

上旬、スマートフォンで女性を盗撮したとして現行犯逮捕されていた。B教授は今年６月下旬、駅構内でスマート

フォンで女性を盗撮したとして警察に職務質問を受け、盗撮の事実を認めていた。 

８．２２ 〇大学は、職員が医師の診断書を不正に書きかえ、病気休暇を長く取得しようとしたとして停職１０日の懲戒処

分にしたと発表。職員は２０２３年１２月、病気のため２日間の療養が必要とされたが、医師の名字と同じ訂正印

を入手して診断書の記載を５日間に書きかえ、病気休暇を申請した。内容に違和感を覚えた上司が医師に確

かめ、不正がわかった。 

８．２６ 〇大学の学生が氏名不詳者らと共謀のうえ、老女に金融機関職員を名乗り「市役所から通知が届いています

か」「手続きしたほうが良いですよ。通帳に振り込みますよ」などと電話をかけ、金融機関職員を装って被害者方

を訪れ、通帳１通をだまし取ったとして詐欺の疑いで逮捕。警察は、金融機関の職員からのホットライン通報で

事件を認知し、防犯カメラなどの捜査で学生の犯行を特定した。 

８．２８ 〇大学は、元事務嘱託員が２０１９年８月から２０２３年１０月までの間に科学研究助成事業の研究費（科研費）

を６００万円以上着服したと発表。元事務嘱託員が退職した後、担当教員が発注していない「図書カード」につい

て、業者から「納品したのに支払いがない」と問い合わせがあり、大学が調査したところ、元事務嘱託員が「研究

の謝礼」名目で発注して自分で受け取り、換金していたことがわかった。さらに調査を進めたところ、海外から来

る教員の旅費に関して架空の請求書を作成するなどの方法で、８９件にわたって着服を繰り返していた。元事

務嘱託員は、返還の意思は示しているものの、２００万円程度しか返還されていない。大学は今後、刑事告発

する方針。また、大学は、この問題で元事務嘱託員の上司２人を戒告処分としている。 

８．２９ 〇大学の学生が５月上旬頃、自身が通う大学のグランドでサッカー部女子部員のサッカースパイク１足（時価１

万５０００円相当）を盗んだ疑いで逮捕。スパイクが盗まれていることに気付いた女子部員が警察に被害届を提

出し、学生を逮捕。 

８．３０ 日本アメリカンフットボール協会は、６月にU２０代表が出場した世界選手権中に、〇大学の５部員に重大な規

律違反があったことを公表。うち、１部員は現地で大麻含有性の薬物を吸引したとみられる。この部員について

は、大麻含有製品の蓋然性がある物質を使用したことを理由に、日本代表に選抜される資格を無期限停止と

し、〇大学に対し、当該選手の無期限活動停止を勧告した。その後大学側は会見を行い、大学が行った尿検

査で陰性となったことなどから、薬物使用の事実は認定できないと説明。 

 

＜不正行為＞ 
 
８． ７ 〇大学は、論文盗用を認定された前学長に対し、減給の懲戒処分にしたと発表。減給の額や期間は明らか

にしていない。大学側が設置した外部調査委員会が２月に論文１点の盗用を認定し、他の論文や著書につ

いても「存在しない可能性が極めて高い」と指摘していた。大学側はこれらの論文などを研究実績表に載せ

続けたことを問題視し、ホームページで「研究者として不適切な行為で、学内の研究不正防止規定に反する」

と説明した。 

 

 

（８） 
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※ WEB 上の海外ニュースから海外の大学の動向をピックアップ 

 
 

＜ イギリス大学協会が高等教育の将来像を公表 ＞ 
 

 イギリス大学協会UUKは 9/30に”Opportunity, growth, and partnership: a blueprint for 

change from the UK’s universities”と題する高等教育の将来像を公表しました。これは 10年後を

見据えた将来像を示すもので、大学の目指すべき５つの大きな変化として、機会の拡大、協力関係

の強化、地域成長の創出、研究の確実な推進、新たな国際戦略の策定を掲げています。 

その実現に必要な財政基盤を確保するため、政府に対して、過去 12年間据え置かれてきた授業料

への物価スライド制導入と政府による教育グラントの回復を求めています。イギリス政府の高等教

育費負担は全体の 16%と著しく低いが、UUKの委託研究によれば高等教育の国の経済へのインパ

クトは 2650億ポンドに上り、１ポンドの投資が 14ポンドの経済効果をもたらしていると指摘して

います。一方、大学としては、教育の合理化、研究分野の集中、AIの活用、地域の機関間の協働な

どによる効率化を図るとしています。 

その他、現在 49%である高等教育進学率は 70%に上昇させることを目標とし、不利な背景を持

つ学生への支援を充実させること、留学生受入れについては新たな国際戦略を策定し、政府と大学

が持続可能なレベルの受入れと成長を確保するとの契約を締結することなどを求めています。 

https://www.timeshighereducation.com/news/uuks-blueprint-universities-key-recommendations-glance 

https://www.universitiesuk.ac.uk/latest/news/uk-faces-clear-choice-between-success-or 

https://www.universitiesuk.ac.uk/latest/news/new-report-reveals-key-role-universities 

 

＜ 韓国銀行が有力大学の入学者選抜への地域枠導入を提案 ＞ 
 

韓国の中央銀行である韓国銀行が 8/27に公表したレポートにおいて、ソウル大学などの有力大

学の入学者選抜に各地域の学齢人口に応じた入学者数の枠を設けることを提案したことが話題にな

っています。このレポートでは、所得上位 20%の家庭出身者の有力大学合格率は所得下位 20%の

出身者の 5.4倍に上り、合格率の違いを左右する要素の 75%は家庭の財政力で学生個人の能力は

25%にとどまるとしています。また、特にソウルの高校生の家庭は私塾などへの支出が地方の 1.8

倍で、さらにその中でも所得による格差が大きいことを指摘しています。中央銀行がこうした提案

を行った背景には、国の経済政策としてソウルへの人口集中と住宅難を解決し、地域的にバランス

の取れた発展を実現することが重要課題とされている中で、ソウルの有力大学への入学を目指す過

度な競争を是正することが有効と考えられていることがあり、韓国銀行総裁もこの提案を支持して

有力大学のリーダーに行動を促しています。 

https://www.universityworldnews.com/post.php?story=20240904091842205 

https://www.koreatimes.co.kr/www/biz/2024/09/602_381359.html 

 

＜ カナダ、オーストラリア、イギリスの留学生受入れ抑制の動向 ＞ 
 

カナダ政府は本年１月に留学ビザの許可数を昨年の 43万件から今年は 29万件に削減することを

決定していましたが、財産要件や労働規制の見直しの影響もあり、今年の実際の発行数は 23万件と

昨年比 47%減となると見込まれています。政府は 9/18に 2025-26年の許可上限をさらに 10%削

減し、修士・博士学生も初めて制限対象とすることを発表しました。Universities Canadaの会長

は、これが当面は大学財政にとって大きな問題になるとともに、将来的には我が国の人材獲得競争

や経済成長にも悪影響をもたらすことへの懸念を示しています。 

 同様の動きは他国にも見られます。 

 オーストラリア政府は本年８月に、公的財政支援を受ける大学では来年から留学生数を 2019年

レベルの 14万５千人を上限とする方針を発表し、所要の法律改正はまだですがビザの遅延や拒否は

始まっています。 

 イギリスでは、保守党の前政権が本年１月に学部留学生による家族帯同を禁止するとの方針変更

を行ったことの影響もあり、留学ビザの申請件数が前年比 17%減となっています。労働党政権は留

学生の受入れに寛容な姿勢を示してはいますが、具体的な政策変更にまでは至っていません。 

これらの背景には、移民の急速な増加により住宅難や公共サービス等の負担増が極めて大きくなっ

ていることがあり、各国の今後の動向が注目されます。 

https://www.timeshighereducation.com/news/canadian-recruitment-collapse-warning-uk-and-australia  

 

海 外 ミ ニ 情 報 

（９） 

https://www.timeshighereducation.com/news/uuks-blueprint-universities-key-recommendations-glance
https://www.universitiesuk.ac.uk/latest/news/uk-faces-clear-choice-between-success-or
https://www.universitiesuk.ac.uk/latest/news/new-report-reveals-key-role-universities
https://www.universityworldnews.com/post.php?story=20240904091842205
https://www.koreatimes.co.kr/www/biz/2024/09/602_381359.html
https://www.timeshighereducation.com/news/canadian-recruitment-collapse-warning-uk-and-australia
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＜大学マネジメントに役に立つ！＞ 

情報誌合冊版 国立大学リスクマネジメント情報 2014.12－2021.12 
 

＜目次＞ 

Ⅰ．ニュースから見た大学のリスク 

Ⅱ．国立大学と損害保険 

Ⅲ．国立大学リスクマネジメント情報 

一冊 2,000円（消費税込） 送料別 
 
弊社HPからお求めください。https://www.janu-s.co.jp/books.html 

 
 
 
 
 
 
 
 

＜火災防止チェックリストを公開しました＞ 
 
・ 研究室、事務室における火災防止のための基本的な項目をエクセルのチ
ェックリストにしました。 
 
・ 添付の解説書を読むことでなぜチェックが必要か理解できます。 
 
各大学での点検等に是非ご活用ください。 
 

    入手はこちら ⇒ https://www.janu-s.co.jp/fire_accident.html 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
弊社HPからお求めください。https://www.janu-s.co.jp/books.html 

 
 
 
 
 
 

 
 配信について 
本誌は、各国立大学・大学共同利用機関の国大協保険ご担当
者、国大協連絡登録先、ご登録いただいた方にメールで配信さ
せていただいております。（無料） 配信登録、解除は弊社ホー
ムページからお願いします。⇒  

情報提供のお願い 
各大学等でのリスクマネジメントに関する取組み、事故・事件
への対応のご経験、ご感想、ご要望等をお寄せください。 
⇒ info@janu-s.co.jp 

                                   

発 行  有限会社 国大協サービス       協 力 三井住友海上火災保険株式会社 

    東京都千代田区神田神保町一丁目４１番地             

バックナンバー 
 
24. 8月 火災防止チェックリスト 
24. 7月 夏の事故と保険 
24. 6月 サイバー攻撃対応報告書から学ぶ 

24. 5月 大学事故に関する判例紹介 
 

24. 4月 大学へのサイバー攻撃 

24. 3月 電動キックボード等の事故と保険 
24．2月  
※弊社ホームページからダウンロードできます。 
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